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Pelvic motion and electromyographic activities of trunk muscles 
during operations performed on an office chair with a movable seat 
 










験者として，座面と背もたれが 3 次元的に動く椅子(3D チェア)と，座面と背もたれが矢状面上のみを動く従







結果生じたことを示すものである．以上のことから，座面に 3 次元的な可動性のある椅子によって，骨盤の 3
次元的な動きが制限されることなくデスクワークを行うことができることが示唆された． 
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使用した．1 つは座面が 3 次元に動くオフィスチェ
ア(3D チェア，図 1 上)であり，もう 1 つは座面が矢























































いるデスク高の 70cm とした． 
 
図 1： 本研究で用いたオフィスチェア．上が 3D チェア，下が 2D チェアである．それぞれのオフィス
チェアに付加された機能の概要図を示した(上図右，下図右)． 
 









電 磁 ゴ ニ オ メ ー タ (Liberty, Polhemus, 





































































































た ．統計処理 に は ，統計解析 ソ フ ト ウ ェ ア
(SPSS12.0J, SPSSJapan, Japan)を用いた．分析対
象としたそれぞれの項目について，3D チェアと 2D






例を図 4 に，各試行における骨盤の 3 次元角度の
結果を表 1 に示す．試行 1-6 において，いずれの
骨盤角度にもオフィスチェア間で有意差はみられ
なかった．試行 7 において，3D チェアにおける回旋
角および側屈角が，2D チェアにおけるものよりも有
意に大きかった．一方，前後傾角においては逆の






















図 4： 試行 7 における骨盤角度および体幹筋群の筋電図の時系列変化の典型例．骨盤角度は上から前
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を比較した van Dieen et al., (2001)の報告を支持
するものである．彼らは，矢状面上において座面と
背もたれの可動性が異なる 3 種類のオフィスチェア






















































報告されている(Fenety and Walker, 2002，Vergara 
and Page, 2002 ， Liao and Drury, 2000 ，





































に関して，その妥当性を検証した報告 (Okubo et 
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